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し
て
い
る
。

「
『
３
つ
の
１
０
０
０
』
と
は
、

『
売
上
高
１
０
０
０
億
円
』『
社

員
の
平
均
年
収
１
０
０
０
万
円
』

『
時
価
総
額
１
０
０
０
億
円
』
と

い
う
目
標
で
す
」（
上
直
人
社
長
）

「
売
上
高
１
０
０
０
億
円
」
の

起
点
と
な
る
26
年
３
月
期
の
売
上

高
目
標
は
７
６
０
億
円
。
「
社
員

の
平
均
年
収
１
０
０
０
万
円
」
は
、

建
設
業
界
の
課
題
で
あ
る
人
材
確

保
を
最
優
先
に
据
え
た
施
策
だ
。

「
時
価
総
額
１
０
０
０
億
円
」
は
、

現
時
点
の
５
０
０
億
円
超
の
約
２

倍
と
な
る
。

　

同
社
が
得
意
と
す
る
公
共
工
事

は
件
数
の
大
幅
な
伸
長
は
見
込
み

に
く
い
一
方
、
１
件
あ
た
り
の
工

事
金
額
は
高
ま
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
市
場
環
境
の
も
と
、
同
社
は

売
上
よ
り
も
収
益
率
の
向
上
に
重

き
を
置
く
戦
略
を
と
る
。
そ
の
陣

頭
指
揮
を
執
る
の
が
上
社
長
だ
。

同
社
経
営
層
と
し
て
は
異
色
と
も

現
場
の
利
益
率
を
向
上
さ
せ
る
構
造
改
革

「
３
つ
の
１
０
０
０
」
達
成
に
向
け
た
新
た
な
挑
戦

言
え
る
、
営
業
所
で
12
年
の
経
験

を
持
つ
。

「
各
県
に
営
業
所
が
あ
り
、
何
か

あ
れ
ば
災
害
時
に
も
す
ぐ
駆
け
つ

け
る
。
そ
れ
が
日
特
建
設
の
強
み

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
回
、
今
後

の
方
針
と
し
て
『
エ
リ
ア
コ
ミ
ッ

ト
経
営
』
を
明
文
化
し
ま
し
た
。

全
国
に
点
在
す
る
営
業
所
で
確
実

に
利
益
を
積
み
上
げ
て
い
く
こ
と

が
、
会
社
全
体
の
収
益
向
上
に
直

結
す
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
（
同

氏
）

　

同
社
で
は
全
国
の
各
営
業
所
に
、

営
業
所
長
と
工
事
長
が
在
籍
。
見

積
も
り
か
ら
受
注
、
利
益
と
安
全

Interview

の
管
理
ま
で
を
営
業
所
長
が
担
い
、

一
国
一
城
の
主
と
し
て
営
業
所
経

営
を
し
て
き
た
。
こ
の
体
制
を
利

益
責
任
の
最
終
単
位
と
し
て
再
定

義
し
、
地
域
密
着
の
強
み
を
そ
の

ま
ま
収
益
力
へ
直
結
さ
せ
る
の
が

エ
リ
ア
コ
ミ
ッ
ト
経
営
の
狙
い
だ
。

各
現
場
の
収
益
性
を
更
に
高
め
る

た
め
、
同
社
で
は
「
支
援
課
」
を

新
設
し
た
。

「
現
場
を
担
当
す
る
の
は
工
事
長

で
す
が
、
安
全
書
類
や
竣
工
書
類
、

予
算
作
成
な
ど
の
事
務
作
業
に
よ

る
負
荷
が
大
き
く
、
現
場
に
出
る

時
間
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
現

場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

質
と
量
は
利
益
に
つ
な
が
る
リ
ソ

ー
ス
と
な
り
ま
す
。
工
事
長
が
現

場
に
集
中
す
る
た
め
の
施
策
と
し

て
、
26
年
か
ら
各
地
の
営
業
所
を

管
轄
す
る
支
店
に
支
援
課
を
立
ち

上
げ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
事
務

作
業
を
肩
代
わ
り
す
る
体
制
を
構

築
し
ま
し
た
。
支
店
も
本
社
も
、

営
業
所
の
後
方
支
援
部
隊
で
あ
り
、

現
場
が
最
大
限
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
と
利
益
を
生
み
出
す
た
め
に
あ

る
と
私
は
考
え
ま
す
」
（
同
氏
）

　

ま
た
「
逸
失
利
益
」
の
抑
制
に

も
取
り
組
む
。
工
事
着
手
前
に
策

定
し
た
予
算
に
対
し
、
収
支
悪
化

や
不
採
算
な
ど
に
よ
り
想
定
を
下

回
っ
た
利
益
分
を
指
す
「
逸
失
利

益
」
。
こ
れ
を
最
小
化
さ
せ
る
こ

と
で
、
利
益
率
の
底
上
げ
を
図
る
。

現
状
の
売
上
比
逸
失
利
益
率
を
、

３
年
間
で
半
減
さ
せ
る
計
画
だ
。

　

日
特
建
設
が
今
、
抜
本
的
な
構

造
改
革
に
挑
む
背
景
に
は
、
同
社

が
歩
ん
で
き
た
歴
史
が
あ
る
。
２

０
０
０
年
代
初
頭
の
経
営
危
機
以

降
、
同
社
は
有
利
子
負
債
の
完
済

と
財
務
体
質
の
改
善
を
経
営
の
最

優
先
課
題
と
し
て
き
た
。

「
経
営
危
機
か
ら
中
期
経
営
計
画

を
６
回
重
ね
、
有
利
子
負
債
も
す

べ
て
完
済
し
ま
し
た
。
保
守
的
と

評
さ
れ
る
ほ
ど
財
務
的
に
も
強
固

に
な
り
、
や
っ
と
次
の
成
長
を
考

え
ら
れ
る
状
態
に
到
達
し
た
の
で

す
」
（
同
氏
）

　

改
革
の
中
心
に
あ
る
の
は
「
現

場
」
の
利
益
向
上
だ
。
し
か
し
エ

リ
ア
コ
ミ
ッ
ト
経
営
で
各
営
業
所

の
独
立
性
と
責
任
を
強
め
る
と
、

組
織
の
「
縦
」
意
識
ば
か
り
が
強

固
に
な
る
。
そ
こ
で
打
ち
出
し
た

の
が
、
「
縦
」
の
強
み
を
活
か
し

つ
つ
、
組
織
全
体
に
「
横
串
」
を

通
す
改
革
だ
。
前
述
の
「
支
援

課
」
も
そ
の
一
策
で
あ
る
。
経
営

戦
略
本
部
で
は
「
Ｄ
Ｘ
推
進
部
」

に
「
情
報
シ
ス
テ
ム
部
」
を
統
合

し
、
自
動
化
・
遠
隔
化
を
全
社
横

断
で
推
進
。
さ
ら
に
「
事
業
本

部
」
と
「
技
術
開
発
本
部
」
を
統

合
し
、
技
術
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
と
開
発
成
果
の
迅
速
な
現
場

普
及
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

「
特
定
部
署
で
成
功
し
た
Ｄ
Ｘ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
他
部
署
に
共
有
さ
れ

な
い
、
優
れ
た
取
り
組
み
が
横
展

開
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
組
織
の

壁
を
取
り
払
い
、
技
術
開
発
か
ら

現
場
へ
の
実
装
ス
ピ
ー
ド
を
一
気

に
引
き
上
げ
た
い
と
考
え
ま
し

た
」
（
同
氏
）

「
売
上
高
１
０
０
０
億
円
」
達

成
に
向
け
、
同
社
で
は
既
存
事
業

の
堅
調
な
成
長
を
ベ
ー
ス
に
規
模

拡
大
を
目
指
す
。
24
年
に
グ
ル
ー

プ
化
し
た
麻
生
フ
オ
ー
ム
ク
リ
ー

ト
の
売
上
貢
献
を
踏
ま
え
、
Ｍ
＆

Ａ
に
も
注
力
。
こ
れ
ま
で
手
薄
だ

っ
た
都
市
土
木
や
、
中
長
期
的
な

需
要
増
が
見
込
ま
れ
る
維
持
・
補

修
分
野
で
事
業
領
域
を
拡
張
す
る

方
針
だ
。

　

ま
た
、
構
造
改
革
で
創
出
し
た

資
金
は
Ｄ
Ｘ
や
新
技
術
開
発
、
成

長
の
源
泉
で
あ
る
「
人
」
へ
積
極

的
に
投
資
し
て
い
く
。
給
与
水
準

の
引
き
上
げ
に
加
え
、
将
来
の
経

営
層
育
成
の
た
め
、
支
店
長
・
事

業
部
長
ク
ラ
ス
の
社
会
人
向
け
教

育
機
関
（
大
学
院
）
へ
の
進
学
支

援
や
、
社
員
の
自
主
的
な
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
の
社
内
大
学
設
立

な
ど
、
教
育
体
制
を
強
化
し
、
経

営
層
と
優
秀
な
技
術
者
の
確
保
・

育
成
に
注
力
す
る
。

「
継
続
的
な
技
術
と
人
へ
の
投
資

を
通
じ
て
、
困
難
な
現
場
に
お
い

て
顧
客
か
ら
真
っ
先
に
相
談
を
い

た
だ
け
る
『
基
礎
工
事
の
ス
ー
パ

ー
サ
ブ
コ
ン
』
と
し
て
の
地
位
を

確
立
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
（
同
氏
）

　

財
務
健
全
化
の
フ
ェ
ー
ズ
を
終

え
、
積
極
的
な
成
長
投
資
へ
と
舵

を
切
っ
た
日
特
建
設
。
現
場
を
知

り
尽
く
し
た
新
ト
ッ
プ
の
も
と
、

同
社
の
収
益
力
と
企
業
価
値
の
向

上
に
向
け
た
、
新
た
な
挑
戦
が
始

ま
っ
て
い
る
。

　

日
特
建
設
は
、
ダ
ム
基
礎
工
事

で
培
っ
た
技
術
を
強
み
と
し
、
地

質
へ
の
深
い
知
見
と
高
度
な
土
木

技
術
の
融
合
に
よ
り
社
会
イ
ン
フ

ラ
を
支
え
て
き
た
。
法
面
工
事
で

は
国
内
シ
ェ
ア
１
〜
２
位
を
競
い
、

地
盤
改
良
工
事
で
は
同
３
位
と
、

特
殊
土
木
分
野
に
お
い
て
確
固
た

る
地
位
を
築
い
て
い
る
。

　

２
０
２
６
年
４
月
に
は
、
経
営

の
透
明
性
向
上
と
意
思
決
定
の
迅

速
化
を
目
的
に
、
社
長
と
副
社
長

２
名
の
代
表
取
締
役
３
名
体
制
へ

移
行
し
た
。
こ
の
新
体
制
の
も
と
、

同
社
は
長
期
的
な
目
標
と
し
て

「
３
つ
の
１
０
０
０
」
を
打
ち
出

▲斜面を補強して安定化させる工事

※記事校了時点では2026年3月期決算発表前のため予想を記載

日特建設
［1929・プライム］

法面・地盤改良・維持補修・
ダム基礎工事

ダ
ム
基
礎
工
事
で
培
っ
た
技
術
を
強
み
と
し
、
法
面
（
斜
面
）
や
地
盤
改
良
工
事
、
維

持
補
修
な
ど
の
事
業
を
通
し
て
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
続
け
る
日
特
建
設
。
２
０
２

６
年
４
月
に
就
任
し
た
上
直
人
新
社
長
は
、
工
事
長
８
年
、
営
業
所
長
４
年
の
キ
ャ

リ
ア
を
持
つ
現
場
か
ら
の
叩
き
上
げ
だ
。
同
社
で
は
26
年
１
月
に
、
「
売
上
高
１
０
０

０
億
円
」
「
従
業
員
平
均
年
収
１
０
０
０
万
円
」
「
時
価
総
額
１
０
０
０
億
円
」
と
い

う
「
３
つ
の
１
０
０
０
」
を
長
期
目
標
に
掲
げ
た
。
現
場
を
知
り
尽
く
し
た
新
ト
ッ
プ

が
、
い
か
な
る
戦
略
で
収
益
構
造
を
改
革
す
る
の
か
。
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
迫
る
。

新
た
な
成
長
フ
ェ
ー
ズ
へ
の
旗
印

「
３
つ
の
１
０
０
０
」

上 

直
人
社
長

Ｍ
＆
Ａ
や
技
術
、
人
材
へ
の
投
資
で

必
要
不
可
欠
な
ス
ー
パ
ー
サ
ブ
コ
ン
へ

構
造
改
革
の
断
行

な
ぜ
今
、
変
革
が
必
要
な
の
か

現
場
か
ら
利
益
を
積
み
上
げ
る

「
エ
リ
ア
コ
ミ
ッ
ト
経
営
」

Profile◉かみ・なおと
1963年生まれ、埼玉県出身。87年芝浦工業大学工学部
土木工学科卒業後、日特建設に入社。営業所や本社勤
務などを経て、2019年常務執行役員東京支店長、22年
取締役常務執行役員事業本部長、25 年取締役専務執
行役員安全環境品質本部長兼任事業本部・技術開発
本部管掌、26年4月に代表取締役社長就任（現任）。

株式データMEMO
売上高
営業利益
経常利益
当期純利益

売上高
営業利益
経常利益
当期純利益

672億1,600万円
36億7,900万円
37億6,400万円

24億800万円

760億円
50億円
50億円

33億5,000万円

6.5％減
15.5％減 
14.4％減 
21.4％減

13.1％増
35.9％増 
32.8％増 
39.1％増

2025年3月期  連結業績

2026年3月期  連結業績予想※

前期比

前期比

値動き

決算期 3月

直近株価 1,207円（26.4/21終値）
年初来高値 1,465円（26.2/27）

1,200円（26.3/30）
503億円

年初来安値

時価総額

ＰＥＲ 15.0倍 配当利回り 4.06%
ＰＢＲ 1.40倍


